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ル F，R の噴霧軸はシリンダ軸を中心とする直径 55mm の
円周上で交わる．本実験では，三段または四段噴射を行い，
一段目と二段目の噴射量をサイクルあたり 1.9，1.6mm3 と
した．総噴射量は 13mm3 内外である．燃料には JIS2 号軽
油を使用した．回転速度を 1500rpm，図示平均有効圧力（吸
排気行程を除く）を 390kPa，吸排気圧力を 102kPa とし，
EGR 率を調整して NOx 濃度を 54ppm 一定に保った． 
3 実験結果および考察 
3.1 噴射パターンの影響 
初めに，ノズル F，R のいずれも噴射圧力を 90MPa に設
定し F，R を種々に組み合わせた三段噴射を行った．その
際の黒煙濃度 Smoke，THC，図示熱効率 ηi を図 1 に示す．
燃焼室壁までの距離が近い噴孔があるので全般に Smoke，
THC が高いが，これは今後の検討課題である．同一ノズル
から噴射を行うパターン FFF を FFR に変更することで

















および 4 に示す． 
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Fig.2 Heat release rates 
(3- and 4-stages injection) 

























Fig.4 Effects of dwell 
between 3rd and 4th injection 
stages on thermal efficiency 
and exhaust emissions
Fig.1 Thermal efficiency 
and exhaust emissions (3- 
and 4-stages injection) 
Fig.3 Effects of dwell 
between 3rd and 4th injection 
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